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【予想される誤答の主な原因】
○ 文章と選択肢の内容や構造を的確に読み取り、情報を

整理して、内容を捉えられない。
「１」： インターネットを利用して、何が行われているのかを

整理できていない。
「３」： 「戸外に持ち出して食べることができる」ものを読み

取れていない。
「４」： 食べ物の風味を保つ、『曲げわっぱ』という木製の

弁当箱の内容を読み取れていない。
○ 適切なものを「全て」選ぶことができていない。文章の

展開に即して必要な情報を過不足なく捉えることに課題
がある。

○ 複数の情報を整理することに課題がある。

【予想される誤答の主な原因】
○ 語の一部を省いた表現について、多様な場面や状況に応じた適切な活用の仕方を考える

ことに課題がある。語の一部を省いた表現の使用が可能であるのは、以下のような状況であ
ることを、理解できていない。

① 取り上げてる内容について言葉の使い手と受け手とが互いに分かっている場合
② 伝えたいことと異なる意味で受け取られない状況のとき 等

○ 年配者と、年少者や若者との間には、それぞれの世代に特有の言葉遣いがあることなどを
理解できていない。

○ 適切な選択肢を「二つ」選べていない。選択肢の内容や構造を的確に読み取り、情報を整理
して、内容を捉えられない。

【出題の趣旨】語の一部を省いた表現について、話や文章の中での適切な活用の仕方を理解しているかどうかをみる。

【指導のポイント】
〇 言葉の特徴やきまりに関する事項などについては単に知識として教えるのではなく、「Ａ 話
すこと・聞くこと」、「Ｂ 書くこと」及び「Ｃ 読むこと」の領域と関連付けた指導を通して、実際の
言語活動の中で活用しながら身に付くようにする。
（例）「Ｂ 書くこと」： スピーチの原稿を推敲する際、聞き手に応じた言葉遣いにする。

○ 相手、目的や意図、多様な場面や状況などを具体化し、生徒にとって相手意識や目的意識
が明確となる言語活動を設定する。

○ 生徒が理解したり表現したりする際の言語についての感覚を豊かにするには、多様な場面
や状況における学習の積み重ねや、継続的な読書、言語環境の整備が重要である。

H31 ４

【指導のポイント】
○ 「全国中学生新聞」の該当する記事を正確に読み取ら

せるために、段落ごとの内容を要約するなどして整理さ
せる。

〇 記事と選択肢の内容を関連付けて読ませ、内容を正し
く捉えさせる。その際、キーワードとなる語を明らかにし
たり、情報同士を関連付ける線を引かせたりしながら
読み取らせる。

○ 新聞や雑誌など様々な媒体に触れたり、文章の種類に
よる叙述の特徴を捉えながら読んだりさせる。

【過去の関連問題】全国学力・学習状況調査 Ｈ２４Ａ ６ 一、Ｈ２６Ｂ ２ 一、Ｈ２７Ｂ ２ 二、Ｈ２８Ｂ ２ 二、Ｈ３０Ｂ １ 三

【出題の趣旨】文章の展開に即して情報を整理し、内容を捉えること
ができるかどうかをみる。 【正答】 ２ と ５ と解答しているもの

【予想される誤答】 １ ３ ４ と解答しているもの

【正答】 １ と ３ と解答しているもの

【予想される誤答】 １または １と２、１と４、１と２と４ と解答しているもの
３または ２と３、３と４、２と３と４ と解答しているもの

出典「平成31年度全国学力・学習状況調査」（文部科学省）を加工して作成

出典「平成31年度全国学力・学習状況調査」（文部科学省）



○ 文章に表れているものの見方や考え方について、自分の考えをもつことができるかどうかをみる。H３１ １ 三

導入展開終末

【予想される誤答の主な原因】
・選んだ短歌について、情景や心情を表す言葉を適切に取り上げることができない。
・自分が感じたことや考えたことを具体的に書いていない。
・短歌の中の言葉を取り上げて書いていない。

【正答例】
○「新しい」と「背筋伸ばして始まりを待つ」という表現から、新年度の最初の授業の始まりを

期待と不安が混ざった気持ちで待っている様子が想像できます。新年度を迎えると、皆気
持ちを引き締めたり決意を新たにしたりするものです。

○「玄関の鏡の前」という言葉から、家を出る前の様子であることが想像できる。また「もう一
度」という言葉から、何度も服装などを整えて気持ちよく登校したいと思っていることが感じ
られる。私も登校する前に毎朝鏡を見るので、この短歌の登場人物の身だしなみを気にす
る気持ちがよくわかる。

○「春風がいつもの道を駆け抜ける」から、暖かな春の風が吹く通学路の情景が思い浮かび
ます。「駆け抜ける」という擬人法を用いた表現が、その情景を生き生きとしたものにしてい
ます。

の

直喩法は「木の葉が舞うようなダンス」、
隠喩法は「ガラスの心」、擬人法は「船が
散歩する」などがあります。比喩は、ある
ものにたとえて印象を強める働きがありま
す。
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Point 作者の思いを捉える手がかりとなる言葉や表現の
工夫に着目させ、自分の思いや考えを明らかにさせます。

ぬ 新一年生の思いや様子が伝わる言葉を出し合い、
工夫点を見つけましょう。

Point 文章等を読み、自分の考えをもつ

ためには、心情や情景を表す言葉や表現
の工夫に着目した読み方をすることが大
切であることを振り返らせます。

二人の考えはそれぞれ違いますね。 短
歌の中からキーワードを見つけると、短歌
の工夫点がはっきりします。そこから短歌
のよさがわかりそうですね。

二人の新一年生が短歌をつくりました。
よさを伝えてあげましょう。

私は「鳴る前に」です。目覚まし時計が
鳴る前に目が覚めるほど、緊張してい
たことを伝えようとしたと思うからです。

Point 考えの不足に気付かせたり、新たな発見をさ

せたりして、生徒の課題意識を高め、本時のめあて
を明確にします。

授業場面で（文章に表れてるものの見方や考え方について自分の考えをもつ授業）

皆さんも一年生の時は、泉さんや内山さんと同じ
ような気持ちではなかったですか？どの言葉から
自分のことを思い出しますか？

新一年生に伝えたい短歌のよさを
まとめてみよう。

私は泉さんに短歌のよさを伝えます。緊
張して、早く目覚めてしまった泉さんの心
は「ジリジリジリと」鳴るはずだった時計
の音と同じくらい大きな音で鳴っていただ
ろうと思いました。誰もが経験する、不安
や期待でいっぱいの「入学の朝」の様子
が伝わります。私自身が、入学式で抱い
た夢や目標が思い出されました。読んだ
人の気持ちが引き締まる、すてきな短歌
だと思います。
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「ジリジリジリと」という言葉の前に、「目が覚める」とあ
るのは、倒置法ではないかな？目覚まし時計よりも早
く目が覚めてしまった！と緊張を強調して伝えている
と思います。

内山さんの短歌の「新しい」という言葉で、新学期だとわかりま
す。また、泉さんと同じように緊張しているけど、「背筋伸ばし
て」「始まりを待つ」という言葉で、初めての授業に対してやる気
がいっぱいの気持ちが伝わります。

泉さんの短歌の中で気持ちがよく伝
わってくる言葉と、そう考えた理由を
発表してください。

よさを伝えるにはどうしたらい
いのかな。
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泉さんと内山さんの短歌を比べて考える

と、同じように緊張していても、少し違うとこ
ろがあると感じたんですね。
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私は、「入学の朝」です。なぜなら、特
別な一日の朝だから、緊張しているは
ずだからです。

Point 文章等に対して、自分の考えをもたせるために、感じたり、
考えたりしたことを言葉や表現と結び付けて考えさせます。

「ジリジリジリと」や「入学の朝」という言葉
に着目して、新一年生の入学式の日の気
持ちを読み取っているところが、いいです
ね。また、自分自身の考えをもてたことも
素晴らしいです。

出典「平成31年度全国学力・学習状況調査」（文部科学省）を加工して作成
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